
　

3
年
後
、消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
―
―
。麻
生
太
郎

首
相
は
政
府
の
追
加
景
気
対
策
の
発
表
会
見
で
宣
言
し

ま
し
た
。そ
れ
も
将
来
は
10
％
、負
担
額
は
毎
年
13
兆
円

で
す
。一
方
、追
加
対
策
の
目
玉
は
総
額
2
兆
円
、1
回

限
り
の
給
付
金
。こ
れ
を
喜
ん
で
受
け
取
っ
た
ら
、大
増

税
が
襲
っ
て
き
ま
す
。「
バ
ラ
マ
キ
一

瞬
、増
税
一
生
」で
す
。消
費
税
は
、き

た
る
総
選
挙
の
大
争
点
。「
増
税
許
す

な
」の
声
を
大
き
く
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

衆
議
院

【
制
度
解
説
】

比例代表は「日本共産党」と政党名で

小選挙区は候補者名で投票します
※参議院比例とちがい、 候補者名で書くと無効になります

比
例
代
表

小
選
挙
区

記
載
例

日本共産党

後期高齢者医療制度は
　　　　　　　  ただちに撤廃

　あらゆる分野でつづく福祉切りすて。自公政
権が財界のいうままに、社会保障予算を毎年
2200億円もけずってしまったからです。共産党
は削減路線を中止し、けずられた予算を復活さ
せ、社会保障の充実にあてます。

●国保料（税）をひとり1万円引き下げる
●年金、生活保護、児童扶養手当を物価にあ
わせて引き上げる
●国の制度として、子どもの医療費を無料に
●国の制度として、介護保険料の減免を
●障害者福祉の「応益負担」を撤回させる
●最低保障年金制度にふみだす

社会保障の削減から
　　　　  充実にきりかえます

　政治の中身を変えれば、消費税増税
に頼らなくても財源は生み出せます。

①年間5兆円の軍事費、2500億円の
米軍への「思いやり」予算、320億円
をわけどる政党助成金など、税金の
ムダづかいをやめる
②大企業・大資産家へのゆきすぎた減
税（7兆円）をもとにもどす

財源 2つの「聖域」にメスを

日
本
共
産
党
が
伸
び
れ
ば

政
治
は
必
ず
変
わ
り
ま
す

党
兵
庫
県
常
任
委
員

瀬
戸
　
恵
子

元
参
院
議
員
、

党
大
阪
府
副
委
員
長

宮
本
た
け
し

日本共産党は、衆院比例代表近畿ブロック（定数29）に8人の予定候補を発表しています。

比例代表近畿ブロック（定数29）
衆
院
議
員
5
期
、

党
国
会
対
策
委
員
長

こ
く
た
恵
二

衆
院
議
員
6
期
、

経
済
産
業
委
員

𠮷
井
　
英
勝

党
奈
良
県
書
記
長
、

元
田
原
本
町
議

く
に
し
げ
秀
明

金
田
み
ね
お

党
滋
賀
県
書
記
長

川
内
た
か
し

豆
田
よ
し
の
り

党
和
歌
山
県
常
任
委
員
、

県
く
ら
し・福
祉
対
策
委
員
長

党
兵
庫
県
福
祉・医
療
対
策

委
員
長
、元
兵
庫
県
議

「福祉の心」を政治にとりもどす

消費税 バ
ラ
マ
キ
給付金

一瞬

増
税
一
生

増税反対
　庶民生活応援の減税を

総
選
挙
の
大
争
点
に
急
浮
上 

「
増
税
許
す
な
」の
声
を

日  本
共産党

トヨタ自動車の場合
（1989年度と2007年度の比較）

経常利益
2.2倍 納税額

0.8倍

1989 2007年度
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日本共産党は以上の見解を発表しました。


